




































　現代英語における WP に類する表現の先行研究としては、Malkiel 以降、Cooper & Ross などの「語
順が固定された表現」を扱ったものがある。語順の固定性あるいは「非固定性」に関する最近の成果と
しては Mollin （2012, 2014） が挙げられる。Mollin （2014） では、BNC コーパスから多数の用例を採り、
“（Ir）reversibility score” に沿って 100.00 から 50.00 まで順に（要するに、完全に語順が固定されたもの
から、全く固定されていない五分五分のものまで）binomials をリストにするなど、実に詳細な分析が
加えられている。Mollin 自身 （2014: 7） も言及しているように、Malkiel は必ずしも語順が固定された例
のみを扱ったのではない。それにも関わらず、以降の様々な研究は語順が固定された表現を専ら扱うよ
うな方向へと傾いていった感はあり、Malkiel 以降の研究動向の「偏り」を是正するという意味でも、














　Koskenniemi（1975: 215–16）は、The Book of Margery Kempe に見られる WP を、語源、時代、そしてど
のような文脈で用いられたかなどによって３通りに分類している。まず第１のタイプは本来語同士の組
み合わせからなるペアで、古英語時代からの起源を持つとともに、それらの多くは語順が固定されたも
のとされている（ heyl & hoyl, hol & sound, wel & wo, to & fro, can & may, witte & wisdom ）。次に第２のタイプは 
“set phrases of the period” と呼ばれ、特定のジャンルに限定されるのではなく、その時代に広く用いら
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れたものとされている（ helth & welth, ese & comfort, cher & contenawns, joy & blisse, joy & gladness, mihti & strong, 
sygnys & tokenys ）。これらのペアにはロマンス語起源を持つ語が含まれているが、いずれにせよ中英語期
には口語表現として定着していたと言われている。そして第３のタイプは、第２のタイプとは対照的に、
特定の文学ジャンルに特徴的なペアであるとされている（“more 'literary' type of word pair”）。ここで
はすなわち、中英語神秘主義文学に特有のものという位置付けのペアである（ payn & passyon, mede & meryte, 
























　テキストは全て TEAMS Middle English Texts [http://d.lib.rochester.edu/teams] を使用する２。
The Book of Margery Kempe（以下 Margery）
２　オンラインの資料に関しては、概ね2014年11月９日から2015年２月13日までの間にアクセスした結果に基づいてい




The Shewings of Julian of Norwich（以下 Julian）
The Cloud of Unknowing（以下 Cloud）
The Scale of Perfection（以下 Scale）





































① helth & welth
Margery Book II 749 I thank the for al helth and al welth （間に別の語）
② ese & comfort
Julian 567–568 There was no comfort nor none ease to me
  （逆の語順、and 以外の接続詞、間に別の語）
③ cher & contenawns
Margery Book I 1824 sche chongyd hir cher and hir cuntenawns wondyrly （間に別の語）
Margery Book I 2684-2685 thei cowde knowyn in cher, cuntenawns, in worde, and in werke （３項目以上）
用例数 逆の語順 and以外 間に別の語 3項目以上 型通り
Margery 11 1 4 2 6
Julian 30 1 11 5 19
Cloud
Scale 8 2 2 7 1
合計 49 3 3 22 8 25
表4：④joy & blisse























④ joy & blisse
Margery Book I 4090-4091 thynkyng what joy, what blysse, what worschep and reverens he had in hevyn
  （間に別の語、３項目以上）
Margery Book I 4141 sche knew wel that sche schulde nevyr han joy ne blys （and 以外の接続詞）
⑤ joy & gladness
・このペアについてはヴァリエーションは見られなかった。
⑥ mihti & strong
Margery Book I 5241 he mad hir alwey mor myty and mor strong （間に別の語）
Julian 739–740 He was most strong and myghty to suffir （逆の語順）
⑦ sygnys & tokenys
Margery Book I 2180 be syngnys er tokenys and in fewe comown wordys （and 以外の接続詞）
３．２．「文学」タイプ（タイプ３）の調査結果
























⑧ payn & passyon
Margery Book I 716 for my peyn and for my passyon （間に別の語）
Scale Book I 987 His passioun and His peynes that He suffride （逆の語順、間に別の語）
⑨ mede & meryte
Margery Book I 1680 for no nede but for meryte and for mede （逆の語順、間に別の語）
Margery Book I 1681–1682 incresyng of thi mede and of thi meryte （間に別の語）
⑩ feyth & beleue
Margery Book I 969 in the rygth feyth and the rygth beleve （間に別の語）
Margery Book II 678 ne no fals feith, ne fals beleve for to han （and 以外の接続詞、間に別の語）
⑪ grace & mercy３
Margery Book I 484 prayng owyr Lord Crist Jhesu for grace and for mercy （間に別の語）
用例数 逆の語順 and以外 間に別の語 3項目以上 型通り
621421yregraM
Julian 38 1 1 2 2 33
Cloud
11elacS
合計 51 5 1 3 5 39
表11：⑪grace & mercy




















Margery Book I 1099 in the is al mercy and grace and goodnes （逆の語順、３項目以上）
⑫ pite & compassyon
Margery Book I 1099-1100 Have mercy, pyté, and compassyon of hem （３項目以上）
Scale Book I 908 so greet compassioun and pité of thi Lord Jhesu （逆の語順）



















用例数 逆の語順 and以外 間に別の語 3項目以上 型通り
61331223yregraM
Julian 34 3 2 12 5 20
Cloud
Scale 9 2 2 7 1 1
合計 75 5 6 32 9 37
表14：タイプ２合計
用例数 逆の語順 and以外 間に別の語 3項目以上 型通り
Margery 37 5 1 9 4 20
Julian 47 1 1 4 3 39
Cloud 1
11225elacS



























ストにも共通して見られるペアとがあることがわかった。具体的には、① helth & welth、③ cher & 
contenawns、⑤ joy & gladness、⑨ mede & meryte、⑬ humbely & mekely の５種類のペアが、
Margery のみに見られるものである。そこで、「Margery のみに見られるペア」が、それ以外のペアと
比べて、ヴァリエーションの面で違いがあるかを示したのが下の表である。
用例数 逆の語順 and以外 間に別の語 3項目以上 型通り
Margery 19 1 10 1 7
表16：「Magryのみ」５ペア
用例数 逆の語順 and以外 間に別の語 3項目以上 型通り











　しかし、これら５ペア「以外」の用例については、表 17 と表 18 が示すように、Julian、Scale といっ
た他のテキストと同じようなヴァリエーションの種類を持ち、その傾向もほとんど同じである（「間に
別の語」が最も多いが、「逆の語順」以下の形態も、ある程度見られる）。この点については、これまで
あまり明確に捉えることができなかった Margery における WP 使用の特徴と言えるのではないだろう
か。ここには、文学的に低い評価につながりかねない、特定のペアを決まった形で繰り返しているといっ
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